
高速道路建設促進に関する要望書 

 

全国高速自動車道市議会協議会は、平成２４年度

高速道路建設促進に関する要望書を決定いたしまし

たので、政府並びに国会におかれましては、特段の

ご配慮を賜りますよう強く要望いたします。 

 

平成２４年７月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国高速自動車道市議会協議会 

会 長   田 村 雄 二 

（苫小牧市議会議長） 

 



要   望 

 

高規格幹線道路等により形成される高速道路ネットワー

クは、流通や観光等による経済効果をもたらすほか、地域間

交流を活性化させるなど、個性豊かで活力に満ちた地域社会

を実現するための重要な社会基盤である。また、救急患者の

搬送時間の短縮等により、広域救急医療を支えるほか、震災

などの災害発生時には、救援、復旧活動のための緊急輸送路

として使用されるなど、「命の道」としての役割を果たして

いる。 

しかしながら、高規格幹線道路の供用率については、未だ

７割に過ぎず、連続したネットワークが形成されていないた

め、効果が最大限に発揮されていない状況にあり、その早期

整備に向けた必要財源の確保、施策の充実強化、高規格幹線

道路を補完する地域高規格道路の早急な整備などが求めら

れている。 

よって、国におかれては、次の事項につき実現を図られる

よう強く要望する。 

 
 



記 

 

１．建設促進について 

（１）  高規格幹線道路網 14,000キロメートルの早期完成に

向けた明確な方向性を示すとともに、恒久財源の確保に

万全を期すこと。また、高規格幹線道路と一体となって

高速交通体系を成す地域高規格道路の整備についても

所要の財源を確保すること。 

（２）  ミッシングリンク解消及び暫定２車線区間の４車線

化の速やかな実現を図ること。 

（３） 国土開発幹線自動車道建設会議及び社会資本整備審

議会の委員に地方代表を積極的に起用するなど、高速道

路建設に地方の意見や実情をより反映することが可能

となる方策を講じること。 

 

２. 料金制度について 

（１） 高速道路料金については、公正妥当な料金の実現及び

利用率向上のため低減への努力を行うとともに、安定的で

シンプルな料金制度を構築すること。 

また、更新費用等と償還の扱いについては、債務の確

実な償還と将来の更新等に対応可能なものとすること。 



（２） 本州四国連絡高速道路等の特別料金については、

国土の均衡ある振興・発展を阻害しないため、他区間と

著しく大きな差を生じさせないこと。 

 

３．利便性向上について 

スマートインターチェンジの整備等を促進すること。

なお、その設置にあたっては地域の要望を踏まえるととも

に、取付道路等周辺交通の整備にも十分配慮すること。 

 

４．防災・安全対策等の推進について 

（１）  国土交通省の高速道路のあり方検討有識者委員会が

とりまとめた「東日本大震災を踏まえた今後の道路政策

への緊急提言」等に示された高速道路を活用した津波

対策など、防災対策の速やかな確立を図ること。 

（２） 高度経済成長期に建設された橋梁等について、建設

から 50年以上が経過し、老朽化が進行していることから、

点検・補修等に必要な支援施策を充実強化すること。 

（３）  交通事故防止及び渋滞緩和に資する最先端の情報通信

技術を用いたＩＴＳ（高度道路交通システム）の構築を

推進すること。 

 



（４） 高速道路を利用した地域の救急救命活動の支援を図

るため、救急車退出路及び緊急進入路の整備を推進する

こと。 

（５） 高速道路の事故防止対策として、暫定２車線区間の

中央帯レーンマークの改良など交通安全対策に万全の

措置を講じること。 
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